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特別利益及び特別損失の計上並びに業績予想の修正 
及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 
 

 当社は、平成 22 年 12 月７日付にて、当社による「ＴＲＮコーポレーション株式会社との株式交換契約による完全子会

社化に関するお知らせ」を公表いたしましたが、当該株式交換に伴う「負ののれん発生益」として特別利益を計上いたし

ました。また、平成 23 年４月 28 日付にて「連結子会社の特別損失の計上に関するお知らせ」を公表いたしましたが、当

社の連結業績における特別損失として計上する概要および影響についてお知らせするとともに、これらの業績に与える影

響が、平成 22 年 11 月 11 日付にて公表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」の内容に修正が

生じることとなりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．特別利益の内容 

   平成 22 年 12 月７日締結の当社を親会社とし、ＴＲＮコーポレーション株式会社を完全子会社とする株式交換契約 

に基づき、平成 23 年２月 28 日付にてＴＲＮ株式を追加取得いたしました。当該株式の追加取得は少数株主との取引 

に該当し、追加取得した子会社株式に対応する持分を少数株主持分から減額しております。追加投資額との間に生じ 

た差額について、「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」 

に基づき、負ののれん発生益 17 億５百万円を特別利益に計上しております。その他に貸倒引当金戻入益 27 百万円、 

固定資産売却益 61 百万円など、特別利益として 18 億 34 百万円を計上しております。 

 

２．特別損失の内容 

   連結子会社であるＴＲＮコーポレーション株式会社において、外食業界の節約志向、低価格志向を背景とした厳し 

い環境が当面継続するという判断のもと、完全子会社化を契機として、「例外なき事業構造改革」に着手することを 

決定し、オペレーション委託の推進・特化するとともに、不稼動資産の撲滅、資産の入替等の収益構造の改革にかか 

る事業構造改革損失 10 億 41 百万円、貸倒引当金の追加計上等 1億 14 百万円を特別損失に計上しております。その 

他に投資有価証券評価損として３億 20 百万円、資産除去債務会計基準変更による特別損失１億 22 百万円など、特別 

損失として 17 億 21 百万円を計上しております。 

 

３．平成 23 年３月期通期業績予想の修正（平成 22 年４月 1日～平成 23 年３月 31 日） 

 （１）連結業績予想の修正                                （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益（円）

前回修正予想（Ａ） 59,530 595 1,105 400 40.06 

今回修正予想（Ｂ） 59,168 355 735 600 60.15 

増減額（Ｂ－Ａ） △362 △240 △370 200  

増減率（％） △0.6 △40.3 △33.5 50.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 
66,059 43 93 △409 △41.00 

 

 

 

  



 
 

 

 （２）個別業績予想の修正                                （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益(円)

前回修正予想（Ａ） 23,000 990 1,310 710 71.06 

今回修正予想（Ｂ） 23,147 454 695 184 18.46 

増減額（Ｂ－Ａ） 147 △536 △615 △526  

増減率（％） 0.6 △54.1 △46.9 △74.1  

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 
24,826 1,126 1,363 △515 △51.56 

 

４．修正が生じた理由 

  デフレ状況、先行き不透明感等により消費マインドが萎縮する中、店舗委託事業における業務委託先の収益にも大 

きな影響を与えることとなり、業務委託先との中途契約解除が増え、新たな業務委託先との契約を締結するまでの家 

賃負担等の費用が増加することとなりました。また、「２．特別損失の内容」に記載しておりますとおり、「例外なき 

事業構造改革」に着手し、事業構造改革損失 10 億 41 百万円、貸倒引当金の追加計上等 1億 14 百万円等を特別損失 

に計上したこと及び平成 22 年 12 月７日締結の株式交換契約によるＴＲＮコーポレーション株式会社の完全子会社 

化に伴う、負ののれん発生益 17 億５百万円を特別利益に計上したことにより、通期連結業績の営業利益、経常利益、 

当期純利益について前回予想を修正いたします。 

 通期個別業績については、より保守的な評価による会計処理を行っており、この度、保有する関係会社株式等につ 

いて 5 億 73 百万円の貸倒引当金の設定を行ったことから、営業利益、経常利益、当期純利益それぞれについて前回 

予想を修正いたします。 

 

５．配当予想の修正について 

年間配当金 

 第 2四半期末 期末 合計 

前回発表予想 

（平成 22 年 11 月 11 日発表） 
 

円 銭 

6.00 

円 銭 

12.00 

今回修正  12.00 18.00 

当期実績 6.00   

前期（平成 22 年 3月期）実績 20.00 20.00 40.00 

 

修正の理由 

 配当金につきましては、連結配当性向 30％をメルクマールとしており、連結業績予想の実績との差異に伴い、配当

予想を修正するものであります。 

 

 

(注) 上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は種々

の要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 

(注) 上記業績予想との差異実績は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は種々の要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

 

 

 


